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強会」の内容を示し、次いで勉強会をきっかけに在籍学級と国際教室 2が連携し JSL 児





対話 内省 協働 異なる立場 「話す場」 勉強会 
1．はじめに 
筆者は長年小学校教諭として外国につながる子ども 3と関わっていた。2015 年 4 月から
の 2 年間、A 小学校で「国際教室」を担当することになったが、それまで日本語を教えた
経験はなく、子どもがどのようにことばを習得していくのか、教科学習に必要な言語能力
とは何か悩み、ヒントを探し求めた。現在筆者は、教員を辞め大学院で日本語教育を学び
ながら、サポーターという立場で週 1 日 A 小学校の JSL 児童に日本語指導を行っている。 
外国人児童生徒 4 の急増に伴い、川崎市教育委員会は外国人児童生徒担当者会議を主催








教室担任と JSL 児童の学びを考える「自主勉強会」を A 小学校校内に立ち上げた。 
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2．実践現場の特徴 
A 小学校は、全児童の 1 割強を外国につながる児童が占める外国人集住地域の公立小学
校である。以前から人権尊重教育に力を入れており、地域と連携した「多文化共生教育」
が各学年のカリキュラムに位置づけられている。ここ数年は日本語指導の必要な JSL 児童














話題を次の内容とした。以下が 4 回の勉強会の内容である（表 1） 


































3． 教材研究（JSL カリキュラムの視点） 









2． 教材研究（JSL カリキュラムの視点） 
  単元名「スーホの白い馬」（2 年） 
3． JSL 児童の理解 





















れてきている。以下にその例を 2 つ示す。 
3.1 教員同士が協働で「授業をつくる」 
第 3 回勉強会で扱った国語単元「どうぶつの赤ちゃん」の話し合いがきっかけとなり、
1 年生の担任が主体となり国際教室担任と連携して JSL 児童の学びを考えた単元計画を作
成した。その際、勉強会でも活用した JSL カリキュラムの 5 つの視点を参考にした。在籍
学級と国際教室が連携したことで、JSL 児童 H さんが在籍学級の授業に主体的に参加する










いないように見えても、担任は個々の JSL 児童を丁寧に見ていく必要性を理解できた。 
3.2 児童 F さんの連絡ノートから 
第 4 回の勉強会では、担任から JSL 児童 F さんの持つ課題について話し合いたいと提
案があり F さんの持つ良さや課題について皆で共有した。F さんの課題が文化的な問題か
ことばの問題か個人的な問題か様々な意見が出た。そこで国際教室と在籍学級の教員間で
丁寧に F さんの様子を見ていくことになった。それまで使用していた学習指導記録から在
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4．実践の共有 ―「子どもの日本語教育研究会」ポスター発表（3 月）― 
2018 年 3 月、2018 年度 A 小学校で行った実践を「子どもの日本語教育研究会」（以下：
子日研）で発表し、他校の教員や子どもの支援者と実践を共有した。勉強会に参加した在



























































きている。今後も対話を通し、持続可能な形で JSL 児童の学びを探っていきたい。 
注 
 1 JSL（Japanese as a second language）児童：日本語を第一言語としない児童 
 2 日本語指導の必要な児童が通常級に在籍しながら必要に応じて日本語指導を受ける教室 
 3 国籍に関わらず外国に自分自身のルーツがあり多様な言語・文化背景の中で育ってきた子ども 
 4 学校教育法など法律の条文をはじめ文部科学省の公文書などに使われている呼称 




る―ESL 教育と JSL 教育の共振―』pp. 228-237、ココ出版 
（かとう かよ 早稲田大学大学院日本語教育研究科・修士課程） 
図１ 勉強会を中心としたコミュニティー 
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